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９月６日は市総合防災訓練です
事務用封筒の広告主募集
公共サービスの担い手「指定管理者」を募集
城下町高山の交流拠点を整備します
お気軽にご相談を。｢離職者等相談窓口｣
あなたの｢婚活」を応援します。
生涯学習カレンダー（９・10月）
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折込

ふるさと納税で
飛驒高山を
応援してください
いただいた寄附金は、
魅力ある高山のまちづくりに
活かします。
（問合先 企画課　35-3131）

コスモス畑の風は秋色
（約800万本のコスモス園

8月19日撮影　ほおのき平スキー場）
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高山市・デンバー市
姉妹都市提携50周年記念ロゴマーク
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地域を支える農業
　農業は自然や風土に根ざした「仕事」であり、地域住民の生活や土地利用
と深くかかわっています。まさに地域に支えられ、地域を支えるのが農業の役
割といえるでしょう。
　今回は農業と地域のつながりをテーマに、高山市の農業が抱える問題とそ
の解決策の紹介や新たな「農」への取組みについて紹介します。

条
件
不
利
地
も
抱
え
る

農
業
先
進
地
・
高
山

　

高
山
市
は
高
冷
地
の
特
性
を
活
か

し
た
ほ
う
れ
ん
そ
う
、
夏
秋
ト
マ
ト

栽
培
や「
飛
驒
牛
」で
知
名
度
が
高
い

肉
用
牛
生
産
な
ど
が
盛
ん
で
、
全
国

的
に
も
有
数
な
生
産
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
傾
斜
が
き
つ
い
区

画
の
小
さ
な
農
地
を
耕
し
、
高
齢
者

が
地
域
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
所

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

足
腰
の
強
い
農
業
生
産
地
で
も
あ

り
な
が
ら
、
自
給
的
な
農
業
を
維
持

す
る
の
が
や
っ
と
と
い
う
地
域
も
混

在
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
い
ず
れ

の
地
域
で
も
水
路
管
理
な
ど
の
共
同

活
動
や
生
産
者
同
士
の
話
し
合
い
活

動
な
く
し
て
、
継
続
的
な
営
農
は
で

き
ま
せ
ん
。
各
地
域
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
対
し
て
、
組
織
活
動
を
通

し
て
解
決
し
、
地
域
農
業
の
維
持
・

発
展
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

高山の農業
DATA

１主
要
品
目

２農
業
産
出
額

高山市の農業生産は、日
本一の生産量を誇る「ほう
れんそう」をはじめ「夏秋ト
マト」などの高冷地野菜が
農業販売額の約44％を占
めています。

野菜
88億7500万円
（44％）

畜産
83億5800万円
（42％）

米
12億9900万円
（7％）

果実
10億1500万円
（5%）

花卉
1億7700万円
（1％）

その他
2億3000万円
（1％）

立ち並ぶビニールハウスと乗鞍岳（上野町）立ち並ぶビニールハウスと乗鞍岳（上野町）都市部中学生の教育旅行受入れ（一之宮町）都市部中学生の教育旅行受入れ（一之宮町）

御嶽山をバックに雄大なロケーションでの放牧（高根町）御嶽山をバックに雄大なロケーションでの放牧（高根町）

※資料：農業センサス

産出総額 199億5400万円（平成20年）

日本一の生産量を誇る「飛驒ほうれんそう」

「飛驒トマト」は全国6位の生産量です

搾
さく

乳
にゅう

の様子
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問
合
先

農
務
課

35-

3
1
4
1

耕
作
放
棄
地
も
影
響

深
刻
な
鳥
獣
被
害

　

農
山
村
地
域
は
、
農
業
な
ど
の
生

産
活
動
を
行
う
場
所
で
あ
る
と
と
も

に
、
美
し
い
景
観
を
つ
く
り
だ
し
、

古
来
の
文
化
を
伝
え
て
い
く
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
面
も
も
っ
て
お
り
、
安
全
・

安
心
で
豊
か
な
市
民
生
活
に
か
け
が

え
の
な
い
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
近
年
、
高
山
市
を
含
め
た

農
山
村
地
域
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
サ

ル
な
ど
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ

の
被
害
が
多
く
発
生
し
、
農
業
生
産

の
低
下
を
招
く
だ
け
で
な
く
、
農
山

村
景
観
を
損
な
う
な
ど
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
集
落
の
過
疎
化
・
高
齢

化
に
加
え
、
鳥
獣
に
と
っ
て
の
え
さ

場
や
隠
れ
場
所
と
な
る
耕
作
放
棄
地

の
増
加
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
被
害
が
増
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
農
業
を
営
む
方
々
の
生

産
意
欲
が
低
下
し
、
さ
ら
に
耕
作
放

棄
地
が
増
加
す
る
と
い
う
悪
循
環
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

カラス ヒヨドリ イノシシ サル シカ

鳥獣別の被害面積 平成20年
単位：アール

被害総面積 15,976a

12,000

2,000

0

2,657

11,975

507 363 474

鳥
獣
を
近
づ
け
な
い

環
境
づ
く
り
が
大
切

　

農
作
物
を
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害

か
ら
守
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
工
夫
し
対
処
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
鳥
獣
を

近
づ
け
な
い
環
境
を
つ
く
り
だ
す
営

農
管
理
が
大
切
と
な
り
ま
す
。
鳥
獣

が
隠
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
に

周
辺
の
草
刈
り
を
し
っ
か
り
と
し
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
し
、
生
ご
み

や
餌
と
な
る
食
物
な
ど
を
放
置
し
て

お
か
な
い
よ
う
心
が
け
る
こ
と
も
必

要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
々
の
生
活
の
中

で
で
き
る
こ
と
を
行
っ
て
い
た
だ
い

た
う
え
で
、
侵
入
防
止
柵
を
設
置
し

て
い
く
な
ど
総
合
的
に
被
害
防
止
策

を
考
え
行
っ
て
い
く
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
対
策
を
実
施
す
る
場

合
、
地
域
の
方
々
が
一
体
と
な
っ
て
、

み
ん
な
で
地
域
を
守
る
と
い
う
高
い

意
識
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
高
山
市
で
は
、

農
業
に
携
わ
る
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

鳥
獣
害
や
耕
作
放
棄
地
の
問
題
を
考

え
、
地
域
で
行
う
侵
入
防
止
柵
や
電

気
柵
な
ど
の
設
置
、
耕
作
放
棄
地
の

解
消
に
助
成
す
る
な
ど
積
極
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

イノシシに踏み荒らされた田

◆対策の順序◆

この順序で行うことが大切

①みんなで勉強する。
②やぶを刈り払い、エサとなるものをなくすな
　ど地域集落の環境を整備する。
③田畑を柵などで囲う。鳥獣を追い払う。
④それでも被害が減らないときは捕獲する。

鳥獣被害を抑えるポイント

３耕
地
種
別
面
積

４農
業
従
事
者
の
年
齢
別
人
口

田
3,310ha
（67％）

畑
1,060ha
（21％）

果樹園
194ha （4％）

牧草地
384ha（8％）

40～59歳
1,010人
（23％）60歳～

3,002人
（70％）

30～ 39歳
220人
（5％）15～19歳

2人
（0％）

20～ 29歳
86人（2％）

耕地総面積 4,948ha農業従事者総数 4,320人
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低
下
す
る

農
地
の
多
面
的
機
能

　

高
山
市
は
、
河
川
の
上
流
域
に
位

置
す
る
中
山
間
地
域（
山
間
地
域
や

そ
の
周
辺
）で
す
。
そ
こ
に
あ
る
農

地
は
、
農
業
生
産
活
動
を
通
じ
て
土

地
や
水
、
そ
し
て
景
観
を
守
る
多
面

的
機
能
を
発
揮
し
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
化
や
過
疎
化
に
伴

い
、
全
国
的
に
農
地
や
農
業
用
水
路

な
ど
を
維
持
す
る
集
落
の
地
域
力
が

低
下
す
る
中
、
高
山
市
で
も
農
業
者

の
高
齢
化
が
進
み
、
平
坦
地
域
と
比

べ
て
農
業
生
産
条
件
が
不
利
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
農
業
の
担
い
手
や
後
継

者
の
減
少
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な

ど
に
よ
っ
て
農
地
の
多
面
的
機
能
が

低
下
し
て
い
ま
す
。

誇
り
や
環
境
を
守
る

文
化
を
伝
え
る

 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
な
ど
の
取
組
み

地
域
ぐ
る
み
で

農
地
や
景
観
を
保
全

　

こ
う
し
た
問
題
点
を
解
決
す
る
た

め
、「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
」や「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
」を
活
用
し
、
各
地
域
で
成
果
を

挙
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
営
農
活
動
ば
か
り

で
な
く
、
農
山
村
景
観（
原
風
景
）を

守
る
た
め
に
農
業
者
を
は
じ
め
町
内

会
や
子
ど
も
会
な
ど
も
推
進
組
織
に

加
わ
り
、
ホ
タ
ル
生
息
地
の
保
全
活

動
や
草
刈
り
、
清
掃
な
ど
の
活
動
を

通
じ
て
、
農
家
と
地
元
住
民
と
の
つ
な

が
り
や
絆
も
深
め
て
い
ま
す
。

木炭やセラミック炭で
ふるさとの川を浄化

先人の歴史に学び
これからの｢農」を築く

 環境向上に子ども会も一緒に水質調査 地域の歴史、民俗、文化を伝承する取組み
　久々野町内を流れる八

はっ

尺
しゃく

川は、以前は水量も多
く生息する生物も豊富でしたが、生活環境の変化
に伴い水質が悪化し、生息する生物も減少してし
まいました。そこで、西洞を守る会（代表＝谷

たに

口
ぐち

昭
あきら

さん）では、2年前から清掃活動や農業排水路に木
炭やセラミック炭を沈めて浄化させる活動に取り組
み、今年も 8月18日には地域の子ども会を対象に
生き物調査と水質調査を行いました。

　新
にい

張
ばり

上
うわ

野
の

地区（高山・丹生川地域）では、農地など
の維持管理にあわせて、北アルプス（飛驒山脈）が一
望できる地域の景観保護や歴史・民俗・文化を伝承
する取組みを行っており、その一環として、昭和39
年に発行された「上野平開拓事業史」の復刻版を作
成しています。
　また、この事業史を参考に、開拓当時の伝統料理、
風習、地域の農業用水の要である「上野用水」の建
設当時の秘話などを取
りまとめた冊子の作成
も目指しています。

美しい滝町の棚田の景観

側溝の土砂上げ作業の様子

八尺川での生き物調査昭和39年発行の「上野平開拓事業史」

　水質も年々良く
なってきたためか、
小魚、ホタル、カワ
ニナなどの生物も
増えており、今後、
調査結果を、町内
の集会の場で発表
し、地域ぐるみで環
境向上に努めていく
こととしています。

　同地区では、こうし
た取組みを通じて後
継者や農家の担い手
の育成や地域の活性
化へつなげていきたい
と考えています。
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｢

農
」の
試
み

新
し
い
土
の
息
吹
き

 

飛
驒
黄
金
や
あ
ぶ
ら
え
の
生
産
振
興
を
展
開

｢地産地食」に
食の連携を呼びかけ

宿
す く

儺
な

かぼちゃの魅力
多彩な料理でPR

 農業女性らが企画した｢飛驒高山やさいの日｣ 研究会が都心で調理実演と試食会を開催
　地元農業女性ら7人が、飛驒産農畜産物の知名度向
上と消費拡大を図ろうと「飛驒高山やさいの日（8月31
日）」を企画し、作る人、売る人、調理する人、食べる
人など、食に関わるすべての人に｢地産地・食・｣を呼びか
け、地域の反響を呼んでいます。
　「地産地・食・」とは、飛
驒産の農畜産物を飛驒
産と意識して飛驒地域
で味わうこと。飛驒の
おいしい水と空気で育っ
た作物を、飛驒の水で
調理し、飛驒の空気の
中で食べるのが一番おい
しいと彼女たちは言いま
す。農業を愛する彼女
たちのパワーが、飛驒産
農畜産物のイメージアッ
プに貢献しています。

　農林水産省の農林水産物・食品地域ブランド化支
援事業の指定を受けている丹生川宿儺かぼちゃ研究
会では、「宿儺かぼちゃ」を飛驒ブランドに育てようと、
料理家と連携してＰＲ活動に取り組んでいます。
　2年目の今年は、関東市場への販路開拓を目的に
都心での料理会を開催し、好評を得ています。試作
品づくりに携わる料理家の馬

ば

場
ば

香
か

織
おり

さんは「皮が薄く
て、切りやすく、しなるような柔らかさで、使いやすい。
色合いも美しい」と大絶賛。15品もの試作品を目の

　

高
山
市
で
は
、
地
域
の
特
色
あ
る

農
産
物
の
中
か
ら
、
生
産
拡
大
の
可

能
性
の
あ
る
特
産
物
や
伝
統
野
菜
を

発
掘
し
飛
驒
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た

め
、
そ
の
生
産
者
組
織
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
黄
金
色
が
色
鮮
や
か

で
、
日
持
ち
が
良
い
と
評
判
の
輪
ギ

ク「
飛ひ

驒だ

黄こ

金が
ね

」と
、
飛
驒
地
方
の
食

文
化
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
つ

「
あ
ぶ
ら
え（
え
ご
ま
）」を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
イ
ノ
シ
シ

や
カ
モ
シ
カ
な
ど
の
獣
害
に
強
く
、

中
山
間
地
で
の
栽
培
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
年
齢
性
別
を
問
わ
ず
、
小
規

模
か
ら
始
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
幅

広
く
栽
培
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

特
に
飛
驒
黄
金
の
生
産
で
は
、
今

年
84
歳
と
な
る
木き

下し
た

行ゆ
き

雄お

さ
ん（
国

府
町
）が
今
年
初
め
て
そ
の
栽
培
に

挑
戦
さ
れ
、
見
事
な
飛
驒
黄
金
を
出

荷
し
て
い
ま
す
。
お
盆
の
出
荷
の
最

盛
期
を
無
事
に
迎
え
、
安
ど
の
表
情

を
見
せ
な
が
ら
、「
大
変
さ
は
す
ぐ
忘

れ
て
し
ま
う
」と
来
年
へ
の
意
欲
も

満
々
で
す
。

　

市
で
は
、
耕
作
放
棄
地
対
策
に
も

つ
な
が
る
こ
れ
ら
の
品
目
の
生
産
振

興
を
通
し
て
、
地
域
の
豊
か
な
農
村

風
景
が
守
ら
れ
て
い
く
こ
と
も
期
待

し
て
い
ま
す
。

家族と飛驒黄金を栽培する木下行雄さん㊨

五平もちなどに利用されるあぶらえ（えごま）

前に、参加者のみな
さんも笑顔でいっぱい
でした。
　今後研究会では、
地元高山の料理家と
連携した料理会も開
催する予定です。 試作品を披露する馬場さん㊧
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問
合
先

健
康
推
進
課

35-

3
1
6
0

申　

込

問
合
先

管
財
課

35-

3
1
3
5

問
合
先

企
画
課

35-

3
1
3
1

支
所
地
域
振
興
課

　

病
院
や
診
療
所
、
医
師
や
看

護
師
な
ど
私
た
ち
が
医
療
の
提

供
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
物

的
・
人
的
資
源
の
こ
と
を｢

医

療
資
源
」と
い
い
ま
す
。
市
内

の
病
院
で
も
医
師
が
不
足
す
る

な
ど
救
急
時
の
医
療
資
源
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

救
急
医
療
は
、
休
日
や
夜
間

の
入
院
を
必
要
と
し
な
い
比
較

的
症
状
の
軽
い
患
者
さ
ん
に
対

応
す
る｢

一
次
救
急｣

か
ら
入
院

や
手
術
が
必
要
な
患
者
さ
ん
に

対
応
す
る｢

二
次
救
急｣

、
生
命

に
関
わ
る
症
状
の
重
い
患
者
さ

ん
に
対
応
す
る｢

三
次
救
急
」に

大
別
さ
れ
ま
す
。

　

三
次
救
急
を
行
う
高
山
赤
十

字
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で

は
、
比
較
的
症
状
の
軽
い
患
者

さ
ん
が
集
中
し
、
重
症
患
者
の

治
療
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

大
切
な
医
療
資
源
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
救
急
医
療
の

適
切
な
利
用
を
一
人
ひ
と
り
が

心
が
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
大
切
な
医
療
資
源
を
守
る
た
め
に

適
切
に
利
用
し
て
。
救
急
医
療

一
秒
争
う
救
急
車  

あ
な
た
も
一
秒
考
え
て
／
９
月
９
日
は｢

救
急
の
日
」

●
事
務
用
封
筒
の
広
告
主
募
集

　

市
で
は
行
政
改
革
の
一
環
と

し
て
、
昨
年
度
か
ら
市
の
刊
行

物
な
ど
に
企
業
広
告
を
掲
載
す

る
広
告
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

今
回
、
書
類
の
送
付
な
ど
に

使
用
す
る
事
務
用
封
筒
の
裏
面

に
掲
載
す
る
広
告
主
を
募
集
し

ま
す
。

対
象　

市
内
に
事
業
所
を
有
す

る
個
人
、
ま
た
は
法
人（
市
税

に
滞
納
が
な
い
方
）

封
筒
の
種
類　

角
形
２
号
封
筒

作
成
枚
数　

8
万
枚

掲
載
期
間　

市
が
封
筒
を
受
領

し
て
か
ら
、
当
該
枚
数
の
使
用

が
終
了
す
る
ま
で
の
期
間（
お

お
む
ね
１
年
間
）

広
告
の
規
格　

縦
3.5
㌢
×
横
10

㌢募
集
枠
数　

４
枠

最
低
価
格　

１
枠
５
万
円

申
込
方
法　

管
財
課
、
支
所
地

域
振
興
課
、
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
事

業
概
要
お
よ
び
掲
載
し
よ
う
と

す
る
原
稿
を
添
付
の
う
え
、
9

月
30
日
㈬
ま
で
に
管
財
課
へ
提

出
。

※
市
で
申
込
者
お
よ
び
広
告
内

容
を
審
査
し
た
後
、
入
札
を
実

施
し
ま
す
。

○
訓
練
の
主
な
想
定

地
震
防
災
訓
練（
市
南
部
を
震

源
と
す
る
Ｍ
７・
６
の
地
震
発

生
。
震
度
は
6
強
）全
地
域

火
山
噴
火
防
災
訓
練（
焼
岳
、

御
嶽
山
に
噴
火
警
報
が
発
令
）

上
宝
・
高
根
地
域

土
砂
災
害
防
災
訓
練（
土
砂
災

害
が
発
生
）国
府
・
清
見
地
域

○
主
な
訓
練
内
容

《
市
民
対
象
の
訓
練
》

▽
発
災
初
動
訓
練（
防
災
行
政

無
線
な
ど
か
ら
の
放
送
を
受

け
、避
難
所
ま
で
の
模
擬
避
難
）

▽
発
災
対
応
型
訓
練（
応
急
手

当
、
初
期
消
火
、
負
傷
者
の
救

出
訓
練
な
ど
）

▽
炊
き
出
し
訓
練（
備
蓄
品
を

使
っ
た
調
理
・
試
食
な
ど
）

《
そ
の
他
の
訓
練
》

地
震
防
災
訓
練　

▽
緊
急
地

震
速
報
発
令
訓
練（
防
災
行

政
無
線
を
使
っ
て
訓
練
開
始
に

合
わ
せ
た
発
令
訓
練
）▽
避
難

者
安
否
情
報
確
認
訓
練（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
避
難
者
情

報
が
確
認
で
き
る「
安
否
情
報

確
認
シ
ス
テ
ム
」の
即
応
訓
練
）

火
山
噴
火
防
災
訓
練　

▽
避

難
勧
告
等
発
令
訓
練（
火
山
活

動
情
報
を
も
と
に
避
難
勧
告
・

指
示
の
発
令
時
期
を
確
認
）▽

火
山
活
動
機
動
観
測
訓
練（
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
上
空
か
ら
火
山

活
動
観
測
）

土
砂
災
害
防
災
訓
練　

▽
通

常
型
避
難
訓
練（
町
内
会
や
消

防
団
が
連
携
し
た
避
難
訓
練
）

▽
災
害
情
報
周
知
訓
練（
防
災

行
政
無
線
な
ど
を
使
っ
て
避
難

勧
告
・
指
示
の
発
令
を
伝
達
）

災害には

自助・共助の
行動へ
9月6日は市総合防災訓練
　毎年8月30日から9月5日は「防災
週間」です。
　高山市では９月６日（日）、「総合防災
訓練」を南小学校および周辺地域、各
支所地域で行います。
　いつ起こるかわからない災害に備え、
地域のみなさんで訓練に参加しましょう。

比較的症状の軽い
患者さん

入院・手術を必要
とする患者さん

生命に関わる特に症
状の重い患者さん

・高山市休日診療所
・小児夜間初期救急診療室
・久美愛厚生病院（月・木）
・飛驒市民病院
 （日・火・水・金・土）

・久美愛厚生病院
 （日・火・水・金・土）
・飛驒市民病院（月・木）

・日赤救命救急センター

3
次
救
急

症状・緊急度
2
次
救
急

１
次
救
急
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公共サービスの担い手
指定管理者
　市では、公共施設の管理・運営を民間企業などに任せる指定管理者制度を平成18
年度から導入しています。今回は、平成22年度から管理・運営を開始する20グループ、
84施設の管理者を募集します。募集期間は10月13日（火）までです。

 ●指定管理者を募集する施設　指定期間平成22年4月1日～平成27年3月31日（5年間）
グループ番号 施　設　名　称 利用料金制 募集範囲 問合せ先

1

丹生川文化ホール

有 市内

生涯学習課235-3123
丹生川体育館

スポーツ振興課
235-3157

丹生川中央屋内体育ふれあい施設
丹生川運動公園グラウンド
丹生川運動公園管理休憩棟
丹生川運動公園テニスコート
見学の丘

都市整備課235-3176
みはらし広場

2
一之宮公民館

有 市内
生涯学習課235-3123

一之宮老人福祉センター 高年介護課235-3181

3

久々野公民館

有 市内

生涯学習課235-3123
久々野体育館

スポーツ振興課
235-3157

久々野総合運動公園屋内運動場
大西体育館
渚体育館
久々野総合運動公園グラウンド
久々野総合運動公園老人運動広場
久々野総合運動公園テニスコート

4
秋神研修センター

有 市内
生涯学習課235-3123

秋神テニスコート スポーツ振興課235-3157

5

奥飛驒総合文化センター

有 市内

生涯学習課235-3123
奥飛驒栃尾生涯学習館
奥飛驒栃尾屋内運動場

スポーツ振興課
235-3157

奥飛驒村上総合グラウンド
奥飛驒トレーニングセンタープール

6

荘川体育館

有 市内
スポーツ振興課
235-3157

活性化施設荘川ドーム
荘川グラウンド
荘川テニスコート

7 高根屋内ゲートボール場 有 市内

8
本郷屋内運動場

有 市内
本郷多目的グラウンド

9 おっぱら自然体験センター 有 市内 農務課 235-3141

10
乗鞍山麓五色ヶ原の森

有 市内
環境課 235-3467

殿下平総合交流ターミナル 観光課 235-3145
11 パスカル清見（観光施設） 有 全国 観光課 235-3145

12

片野第１団地

無 市内
都市整備課
235-3176

片野第２団地
片野第３団地
桜ヶ丘団地（江名子）
桜ヶ丘団地（山口）
赤保木団地

グループ番号 施　設　名　称 利用料金制 募集範囲 問合せ先

12

石浦団地

無 市内

都市整備課
235-3176

杉ヶ丘団地
下岡本団地
三福寺団地
三福寺第１団地
三福寺第２団地
桜ヶ丘団地

13

南さくら台団地

無 市内

こまくさ団地
南さくら台第２団地
折敷地若者定住団地
折敷地新若者定住団地
下保団地
町方野中団地
宇津江団地
桜野団地
桜野ハイツ団地
作料下団地

14
夕陽ヶ丘団地

無 市内奥飛驒温泉郷団地
上宝団地

15

大原団地

無 市内
かわせみ団地
大原第１団地
町屋団地

16

無数河団地（１号住宅）

無 市内

無数河団地（２号住宅）
飛驒川団地
中島団地
久々野団地（一般）
飛驒川団地（一般）
無数河団地
久々野団地
甲さわら団地
高根中央団地
たかね団地
上ヶ洞中央団地
日和田団地

17 グリーンパークひろ野 有 市内
18 飛驒位山文化交流館 有 市内

文化財課
235-3156

19 久々野歴史民俗資料館 有 市内
20 上宝ふるさと歴史館 有 市内

※利用料金制・・・施設の使用料を指定管理者の収入とする制度 ※募集の範囲・・・応募される団体の主たる事業所（本社・本店など）の所在地

まちなみコンサート2009まちなみコンサート2009
期　日 時　間 会　場

9月5日（土） 19：00～ 20：00 日下部民藝館

6日（日）
11：00～ 12：00 高山陣屋大広間
13：00～ 15：00 陣屋前広場

12日（土）
11：00～ 16：00 味まつり会場（本町2）
13：00～ 19：30 陣屋前広場

13日（日） 11：00～ 15：00 味まつり会場（本町2）
20日（日） 13：00～ 14：30

市政記念館23日（祝） 14：00～ 16：00
27日（日） 11：00～ 12：00

●日程

実行委員会
2090-8671-9667問合先

飛驒高山

募集
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紹
介
程
度
の
会
話
が
可
能
な
レ
ベ

ル
を
目
指
し
ま
す
。

定
員　

40
人

参
加
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は

別
途
負
担
）

申
込
方
法　

9
月
30
日
㈬
ま
で

に
申　

込

問
合
先

福
祉
課

35-

3
1
3
9

福
祉
サ
ー
ビ
ス
公
社

36-

2
9
4
0

対
象　

市
内
在
住
で
、
初
め
て

手
話
の
講
座
を
受
け
る
方
、
ま

た
は
手
話
を
始
め
て
ま
だ
日
が
浅

い
方
。

期
間　

10
月
7
日
〜
平
成
22
年

3
月
17
日
の
毎
週
水
曜
日（
午
後

7
時
〜
9
時
）＊
合
計
22
回
の
講

座
で
す
。

会
場　

市
役
所

内
容　

聴
覚
障
が
い
者
の
生
活

や
手
話
に
関
す
る
基
礎
知
識
の

理
解
を
深
め
、
あ
い
さ
つ
や
自
己

手
話
通
訳
奉
仕
員
養
成
講
座
を
開
講

手
話
で
つ
な
ぐ
心
と
心

●市議会
9月定例会が始まります
　平成21年第4回高山市議会定例会が9月1日から18日まで開か
れる予定です。議会では、国の地域活性化・経済危機対策臨時交
付金の対応事業を盛り込んだ補正予算などが上程される予定です。
　本会議は、どなたでも傍聴できます。手話通訳や要約筆記を希望
される方は、事前にご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　  問合先　議会事務局　235-3152

●●
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

城
下
町
高
山
の

城
下
町
高
山
の

交
流
拠
点
を
整
備

交
流
拠
点
を
整
備

 

旧
矢
嶋
邸
跡
地
と
郷
土
館
を
歴
史
・
美
術
展
示
施
設
に

　

市
で
は
、
今
年
一
月
に
国
の
認
定
を
受
け
た「
高

山
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」に
基
づ
き
、
歴

史
的
な
建
造
物
や
伝
統
文
化
を
一
体
的
に
保
存
活
用

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
中
核
事
業
で
あ
る
旧
矢
嶋
邸
な
ど
の
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル（
公
募
に
よ
る
設
計
事
業

者
の
提
案
）審
査
で
選
定
さ
れ
た
計
画
案
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

上一之町通の完成景観イメージ上一之町通の完成景観イメージ

1日（火） 本会議　　　　　 議場
9日（水） 本会議（質疑・一般質問）　　　　 議場
10日（木） 本会議（　　　〃　　　） 議場
11日（金） 本会議（　　　〃　　　） 議場

14日（月）
本会議（　　　〃　　　） 議場
議会運営委員会（本会議終了後） 全員協議会室

15日（火）
総務企画委員会 第一委員会室
福祉保健委員会 第二委員会室

16日（水）
文教経済委員会 第一委員会室
基盤整備委員会 第二委員会室

17日（木） 予算特別委員会 全員協議会室
18日（金） 本会議 議場
※上記の日程は変更になる場合があります。※時間はいずれも午前9時30分からです。

旧
矢
嶋
邸
と
郷
土
館
を

一
体
的
に
整
備

　

高
山
の
旧
城
下
町
に
あ
る
三

町
な
ど
古
い
町
並
と
東
山
寺
院

群
や
江
名
子
川
沿
線
な
ど
を
つ

な
ぐ
動
線
の
中
心
に
位
置
す
る

旧
矢
嶋
邸
と
市
郷
土
館（
旧
永

田
家
）は
、
上
一
之
町
の
通
り
に

隣
り
合
い
、
ど
ち
ら
も
江
戸
時

代
か
ら
高
山
の
文
化
・
経
済
を

担
っ
た
豪
商
の
邸
宅
跡
で
、
当
時

の
土
蔵
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
計
画
で
は
、
こ
れ
ら
の

土
蔵
を
生
か
し
、
歴
史
・
美
術

資
料
の
展
示
施
設
と
し
て
整
備
。

市
民
の
み
な
さ
ん
や
観
光
客
な

ど
が
市
内
周
遊
の
拠
点
と
し
て
、

高
山
の
歴
史
を
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
多
く
の
歴
史

的
な
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
き
っ
か
け

に
な
る
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

《
整
備
の
概
要
》

○
場
所　

上
一之
町
71
番
地
１
ほ
か

○
面
積　
敷
地
約
４
３
０
０
平
方
㍍

○ 

施
設
概
要

　

既
存
土
蔵
10
棟（
展
示
棟
、収

　

蔵
庫
）、新
設
棟
3
棟（
特
別

　

展
示
室
、資
料
閲
覧
室
、研
修

　

室
な
ど
）延
べ
約
３
４
０
０
平

　

方
㍍

○
展
示
内
容

　

高
山
の
歴
史
や
、
ゆ
か
り
の

　

あ
る
資
料
、
美
術
品

　

建
物
の
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
周
囲
の
景
観
や
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
も
配
慮
。
ま

た
、
施
設
内
か
ら
上
一
之
町
や

空
町
、
え
び
坂
側
の
各
方
面
へ

そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
通
り
抜
け
が

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
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問
合
先

文
化
財
課

35-

3
1
5
6

問
合
先

商
工
課

35-

3
1
4
4

あなたのあなたの｢婚活」｢婚活」
応援します。応援します。
 結婚支援で講座や交流会を開催
　高山市などでは、結婚支援のひとつとして、講
座や交流会を開催して出会いの機会を提供します。
対象　おおむね 30歳以上の独身男性、おおむね
　　　28歳以上の独身女性
内　容
《講　座》 9月25日(金)、10月2日（金）（いず
　　　　 れも午後７時～）  ＊男性を対象とします
《交流会》 10月3日（土）（午前9時30分～午後6時）  
　　　　　乗鞍スカイラインを通行して、ガイド
　　　　 の方に話を聞きながら大自然に囲まれ
　　　　  て 1日を過ごします。
定　員　男女各16人（超えた場合は抽選）
参加費　男性 7,000円（セミナー代含む）
　　　　女性 5,000円
申込方法　9月15日（火）までに　　、　　、　　、
　　（住所・氏名・生年月日・連絡先を明記）
・男性は事前に開催する2回のセミナーに参加できる方
　のみお申込みください。
・ご本人がお申込みください。
・交流会の内容は天候により変更する場合があります。
・詳細は、参加者に通知します。
・飛驒地域以外から参加される女性には、宿泊費1万円 
　程度をお支払いします。

申　込
問合先

福祉課
235-3139 FAX35-3165

お
済
み
で
す
か
？ 

定
額
給
付
金
の
申
請

　

定
額
給
付
金
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

申
請
期
限
は
、
9
月
25
日
㈮
ま
で
で
す
。
ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

定
額
給
付
金
室　

36-

３
２
０
１

｢

離
職
者
等
相
談
窓
口
」を

設
置
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
悪
化
す
る
雇
用

情
勢
の
中
、
離
職
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
方
の
就
業
や
生
活

に
つ
い
て
総
合
案
内
的
な
窓
口

を
設
置
し
、
就
職
、
融
資
な

ど
の
各
種
支
援
に
関
す
る
相

談
、
案
内
な
ど
を
行
い
ま
す
。

設
置
場
所　

市
無
料
職
業
紹

介
所
内（
商
工
課
内
）

設
置
時
期　

9
月
1
日
㈫　

（
土
、日
、祝
日
を
除
く
）〜

開
設
時
間　

午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分

相
談
内
容　

①
無
料
職
業
相

談
②
融
資
相
談
③
そ
の
他
離

職
者
な
ど
に
対
す
る
各
種
支

援
、
減
免
制
度
な
ど
の
相
談

④
各
種
機
関
な
ど
の
紹
介

積極的な求人を
お願いします

　最近の雇用情勢は、景気の先行き不
透明感から悪化の一途をたどっており、
有効求人倍率も大変厳しい状況となって
います。
　平成21年6月22日からハローワーク
高山において、平成22年3月高等学校
卒業予定者への求人を開始しています。
　来年3月卒業予定の高校生の就職希
望者は、昨年とほぼ同数であるのに対し、
求人数が非常に少ない状況（7月22日現
在、昨年のほぼ半数）となっています。
　市内の企業の皆様には、積極的な求
人をしていだだきますようお願いします。

ハローワーク高山
232-5122問合先

●
義
援
金
・
救
援
金

　

に
ご
協
力
を

台
風
9
号
岡
山
県
大
雨
災
害
義
援
金（
〜
9
月
16
日
㈬
）

兵
庫
県
台
風
第
9
号
災
害
義
援
金（
〜
9
月
30
日
㈬
）

台
湾
台
風
災
害
救
援
金（
〜
9
月
18
日
㈮
）　

市
役
所
本
庁
舎
と
各
支
所
に
募
金
箱
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「得とく商品券」当選番号 下3桁が 213 当選抽選券（半券）を高山商工会議所（232-0380）へ12月15日㈫
までにご持参ください。

活
用
方
法
や
展
示
内
容
の

ご
意
見
を
募
集

　

こ
の
整
備
案
や
施
設
の
活
用
方

法
・
展
示
内
容
に
つ
い
て
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
声
を
反
映
す
る
た

め
、
意
見
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

○
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

　

9
月
1
日
㈫
〜
9
月
18
日
㈮

○
資
料
の
閲
覧
場
所

①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
②
文
化
財

課
、
お
よ
び
各
支
所
地
域
振
興

課
③
市
役
所
１
階
市
民
コ
ー
ナ
ー

④
市
図
書
館
「
煥
章
館
」、
市

民
文
化
会
館
、ビッ
グ
ア
リ
ー
ナ
、

女
性
青
少
年
会
館
、
市
郷
土
館

旧矢嶋邸と市郷土館の一体整備する
完成イメージ。市民のみなさんからの
ご意見を参考に整備や展示内容をまと
めていきます。
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地球のステージ
『ありがとうの物語』上映会
 シビウ国際演劇祭スタッフの活動報告も
　飛驒高山国際協会で
は、高山市出身で山形県
上山市の医師、桑

くわ

山
やま

紀
のり

彦
ひこ

さんの目を通して、紛争
地や被災地、貧困地帯
で生きる子どもたちを写し
たドキュメンタリー映画『地
球のステージ』の上映会を
開催します。
　映画に登場する国々は、どの国も暗い背景を背負っ
ていますが、この映画は、桑山さんの目を通して、そこ
に生きる子どもたちが懸命に生きている姿を写していま
す。命の大切さを伝えるとともに、鑑賞した後、心優し
くなれるドキュメンタリー映画です。
　また、今年５月から６月７日にかけて、ルーマニア・シ
ビウ市で開催された『シビウ国際演劇祭』に高山市から
ボランティアスタッフとして参加されたみなさんから、そ
の活動報告や市民との交流などについての報告会も併
せて行います。
●開催日時・場所
　9月2日（水） きよみ館（清見支所） 19：30～
　　  3日（木） 久々野公民館 　　  19：30～
　　  5日（土） JAひだ国府支店 　 14：00～
　　  5日（土） 高山市役所本庁　   18：00～
　　  8日（火） 丹生川支所　　　   19：30～
●参加料　無料（申込不要）
　　　問合先　飛驒高山国際協会　235-３１３０

市
民
外
国
語
講
座
・
日
本
語
講
座 

受
講
者
募
集

　

飛
驒
高
山
国
際
協
会
で
は
、

市
民
外
国
語
講
座
、
お
よ
び

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
両
講
座

と
も
大
変
人
気
で
、
現
在
開

講
中
の
講
座
に
は
、
約
２
５
０

人
が
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

期
間　

10
〜
3
月（
全
18
回
）

場
所　

市
民
文
化
会
館
、
ま

た
は
市
役
所

受
講
料　

各
９
千
円（
一
括

払
い
）

申
込
方
法　

９
月
10
日
㈭
ま

で
に　

  

、

■市民外国語講座
対象 市内在住または在勤の方（原則として高校生以上） 

■日本語講座
対象  日本語を勉強したい外国人の方

講　座　名 曜日 時　間

英　語

はじめての英会話入門 火 16：00～ 17：30
50歳からの英会話入門① 木 10：00～ 11：30
50歳からの英会話入門② 木 15：00～ 16：30

ホップ（昼） 木 13：30～ 15：00
ホップ（夜） 火 19：00～ 20：30
ステップ（夜） 月 19：30～ 21：00
ジャンプ（夜） 木 19：30～ 21：00

ドイツ語 ホップ（夜） 水 19：30～ 21：00

韓国語
入門（夜） 火 19：30～ 21：00
初級（昼） 水 10：00～ 11：30

中国語

入門（昼） 水 13：30～ 15：00
初級（昼） 火 13：30～ 15：00
初級（夜） 水 19：30～ 21：00
中級（夜） 月 19：30～ 21：00

フランス語 入門（夜） 水 19：30～ 21：00

クラス 曜日 時間
初級（夜） 月 19：00～ 20：30

※定員は各クラス20人です（超えた場合は抽選）。
※申込人数が少ない場合は開催を取りやめる場合
　があります。
問合先　飛驒高山国際協会　235-3130

市
県
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

　

今
秋
10
月
か
ら
、
公
的
年
金

に
係
る
市
・
県
民
税
が
公
的
年

金
か
ら
特
別
徴
収（
天
引
き
）さ

れ
ま
す
。

対
象
者　

平
成
21
年
4
月
１
日

現
在
、
65
歳
以
上
の
公
的
年
金

受
給
者
で
、
年
金
に
係
る
税
額

が
あ
る
方（
対
象
と
な
る
方
に

は
、
平
成
21
年
度
市
民
税
・
県

民
税
納
税
通
知
書
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
）。

◎
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
が
中

止
と
な
る
場
合

　

年
の
途
中
で
高
山
市
外
へ
転

出
し
た
り
、
公
的
年
金
に
課
税

さ
れ
る
市
県
民
税
の
税
額
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
年
金
か

ら
の
天
引
き
が
中
止
に
な
り
、

残
り
の
税
額
を
納
付
書
や
口
座

振
替
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問
合
先
税
務
課

35-

3
1
3
6

●平成21年度の納め方

●平成22年度以降の納め方

納付書・口座振替
で納める（普通徴収）

年金からの天引き
（特別徴収）

月 6月 8月 10月 12月 2月
税額 1/4 1/4 1/6 1/6 1/6

年金からの天引き
（特別徴収）

月 ４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月
税額 1/6 1/6 1/6 1/6 1/6 1/6

　年金からの特別徴収（天引き）は納税方法を変更するもの
であり、新たに税負担が発生するものではありません。

　年金から特別徴収する税額は、年金に係る税額のみと
なります。年金以外の所得については今までどおり納付書、
口座振替、給与からの天引きで納めていただきます。

 

65
歳
以
上
の
方
は
今
秋
10
月
か
ら

Ⓒ offi  ceraft-4ua

●
9
月
中
旬
に
受
講
決
定
の
可
否
を
送
付
し
ま
す
。
受
講
料
は
9
月
末
日
ま
で
に
納
付
く
だ
さ
い
。



くらしくらしと健康健康くらしくらしと健康健康くらしと健康 問合先　健康推進課　　35-3160

9月 のこころの健康相談
地域 相談日 時間 場　所 内　容

高 山

高 根

2日（水）

16日（水）

市保健センター

高根保健センター

１３：３０
　～１５：００
１３：３０
　～１５：００

・精神科医による無料相談です
・予約が必要です

◎休日、夜間等の急病の場合、受診できる医療機関の問い合わせは、高山地域救急病院案内（　34―3799）へ

問合先 飛驒保健所 33-1111（内310）

健　

康　

の　

相　

談　

と　

診　

療

健　

康　

の　

相　

談　

と　

診　

療

相談名 対象となる方 期　日 受付時間 持ち物 場所

4 カ 月 児 健 診

1 歳 6 カ 月 児 健 診

　 　
2 歳 児 相 談

3 歳 児 健 診

市 民 健 康 相 談

医 科 診 療

歯 科 診 療

小 児 夜 間 診 療

母子健康手帳を受けていない妊婦
出産予定が22年  2月の妊婦
出産予定が22年  1月の妊婦
出産予定が21年  12月の妊婦
出産予定が21年  11月の妊婦と夫

育児、食生活、生活習慣病などに
ついての悩みや相談ごとのある方

休日に急に病気になった方

日曜日に歯が痛くなった方
小児のフッ素塗布希望の方

夜間に急に病気になった方

21年
21年
21年
20年
20年
19年
19年
19年
18年
18年

4月21日～
5月  1日～
5月11日～
2月  1日～
2月16日～
8月  1日～
8月11日～
8月21日～
8月  1日～
8月16日～

4月30日生まれ
5月10日生まれ
5月20日生まれ
2月15日生まれ
2月29日生まれ
8月10日生まれ
8月20日生まれ
8月31日生まれ
8月15日生まれ
8月31日生まれ

8・29
1
7
14
28
9
16
30
10
17
4
11
18
11
18

13：15～13：30
13:15～13：30
13:15～13：30
13:15～13：30
  9：15～  9：30

13：00～14：00

12：30～13:30

  9：15～  9：45

12：30～13:30

  9：00～11：00

（月）13：30～15：30
（木） 9：00～11：00
  8：30～11：30
13：00～14：30

  8：30～11：30

20:00～21:30

妊 娠 証 明 書
母 子 健 康 手 帳
母 子 健 康 手 帳
母 子 健 康 手 帳
母 子 健 康 手 帳
母 子 健 康 手 帳
問 診 票
バ ス タ オ ル

母 子 健 康 手 帳
問 診 票

母子健康手帳・問診票
子ども用フォーク・お手
ふき・歯ブラシ・コップ

母子健康手帳・問診票
尿・歯ブラシ・コップ

乳幼児の相談の方は
母 子 健 康 手 帳

市
保
健
セ
ン
タ
ー（　
35―

3
1
6
0
）

市保健センター内
高山市休日
診療所
　３５－３１７５

毎週月～金
（祝日を除く）
毎週月・木
（祝日を除く）
6・13・20

21・22・23・27

市保健センター

各支所

2009.9.1

久美愛厚生病院内
小児夜間救急診療室　
　32-1115

4・11
18・25

6・13
20・27

健 康 保 険 証
医 療 受 給 者 証
（受給されている方）
フッ素塗布：1,050円
健 康 保 険 証
医 療 受 給 者 証

妊 婦 教 室  
妊 婦 教 室
妊 婦 教 室
妊 婦 教 室  

母 子 健 康 手 帳 交 付
第1回
第2回
第3回
第4回

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

9月の特定健診会場（高山市国保）

○肺がん検診（胸部レントゲン検査）および健康診査（40歳未満）も受けられます。
○受付時間は午前8時30分から午前10時30分までです。
　（健診会場名の前に●のある日の受付時間は午前8時30分から午前9時30分です。）
○いずれの会場も駐車場が少ないのでご注意ください。
○被用者保険（高山市国保以外の健康保険）でも、上記会場で健診を
　受けられる場合があります。（受付時間は午前10時から10時30分です）
　ご加入の健康保険にお尋ねください。

9月2日（水）
3日（木）
4日（金）
10日（木）
11日（金）
14日（月）
15日（火）
16日（水）
17日（木）
18日（金）
24日（木）
25日（金）

9月  3日（木）
　    4日（金）
　    8日（火）

　辻ヶ森公民館

　飛驒高山ビッグアリーナ

　市保健センター

　桐生会館

　富士会館

　きよみ館（清見支所）
●やまびこの家
　小鳥体育館

　朝日保健センター
　秋神研修センター

高山地域

清見地域

朝日地域

健 診 日 健　診　会　場

9月  1日（火）
　    7日（月）

健 診 日 健　診　会　場

　高根支所
●日和田公民館

高根地域

9月14日（月）
　  15日（火）

健 診 日 健　診　会　場

健 診 日 健　診　会　場

9月28日（月）
　  29日（火）
　  30日（水）

　上宝保健センター

上宝地域
健 診 日 健　診　会　場

9月  1日（火）
　  17日（木）
　  18日（金）
　  24日（木）
　  25日（金）

　細越集会所

　丹生川支所    

丹生川地域
健 診 日 健　診　会　場

集
団
予
防
接
種   

（
9
月
〜
10
月
）の
お
知
ら
せ

※お住まいの地域での接種が原則ですが、他の地域
で接種を希望される場合は、ワクチン準備の関係があ
りますので健康推進課までご連絡ください。 

問合先 健康推進課
35-3160

○必要なもの 母子健康手帳
○料金　無料
○予防接種が受けられない方
　①下痢・発熱・重い急性の病気
　②他の生ワクチン（麻しん・風しん、ＢＣＧなど）接種後28日未満
　③他の不活化ワクチン（三種混合、二種混合など）接種後7日未満
○かかりつけの医師に相談が必要な方
　①１カ月以内にウイルス性疾患（突発性発疹、手足口病、
　　水ぼうそう、おたふくかぜなど）にかかった方
　②１年以内にけいれんを起こした方

ポリオは41日以上の間隔で2回（春期と秋期に実施）

ポリオ 生後３カ月～７歳６カ月
未満のお子さんが対象

地　域 場　　　所 9月 10月 受 付 時 間

市保健センター

丹生川保健センター
清 見 診 療 所
荘 川 診 療 所
久々野保健センター
朝日保健センター
高 根 診 療 所
国府保健センター
奥飛驒総合文化センター
上宝保健センター

丹生川
清　見
荘　川
久々野
朝　日
高　根
国　府

高　山
一之宮

9

26

14

1

1、2
7、20
22、26

13：20～14：20

13：30～14：00

13：00～13：30
13：45～14：00
15：15～15：30

14：00～14：30
次回は11月の予定です
次回は11月の予定です

次回は11月の予定です
次回は11月の予定です

奥飛驒温泉郷
上　宝

◎高山・一之宮地域の場合、日程の前半は混雑が予想されます
　のでご了承ください。
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開催期間　9月14日（月）～9月20日（日）
応募資格　高山市民であること。お1人1点まで
応募期間　9月14日（月）～9月19日（土）
　　　　　午前8時30分～午後4時
　　　　　9月20日（日）
　　　　　午前10時から正午
抽選　同一製品に応募者が多数ある
場合は、9月20日（日）午後1時から抽選
を行い、当選された方にはご連絡します。
場所　資源リサイクルセンター（三福寺町）
出品　自転車・木製家具など100点
※無料のサービス品もあります。ご来
　場をおまちしています。

　森林の適正な管理と木材の有効活
用の理解を深めるフォーラムを開催
します。なお、高性能林業機械によ
る間伐作業の見学会もあります。
対象　森林所有者、森林づくりや林  
　　　業に興味のある方
期日　9月27日（日）
時間　午後1時30分～ 4時30分
　　　（開場は午後1時から）
場所　JAひだ国府支店（国府町）
定員　80人
申込方法　9月17日（木）までに

　高山女性史学習会主催による学習
会です。
参加資格　高山市在住・在勤の方
期日　9月24日（木）
時間　午後1時30分～
場所　市役所（花岡町2）　
定員　30人
参加料　無料
申込方法　9月14日（月）までに
※託児を希望の方は、申込時に申し出
　てください。

　　　　　
林務課
　 ３５-３１４３

美しい森林づくりin飛驒国府
申　込
問合先

　児童、生徒の夏休みの成果、一般
の方の日ごろの発明などを一堂に集
めた展示会を開催します。
【同時開催】
◎第34回 飛驒児童・生徒木工工作
　コンクール
◎第48回 高山市科学作品展
◎第13回 こどもまちづくりコンクール
◎第5回 夏休み「わたしの道」作品展
期日　9月11日（金）～ 13日（日）
時間　午前9時～午後5時
　　　（13日午後4時終了）
場所　市民文化会館（昭和町1）

　　　　　
商工課
　 ３５-3144

第４８回全飛発明くふう展・未来の科学の夢絵画展
申　込
問合先

全国ソフトミニバレーボール大会実行委員会事務局
　 ３５-３１５７  FAX３５-３４１４

申　込
問合先

参加資格　自立歩行できる障がい者
および下肢障がい者（車いす）の方
定員超過の場合、初めての方を優先
します。
期日　9月10日（木）
時間　午前8時15分～午後4時30分
場所　上高地（松本市安曇上高地）
定員　15人（内下肢障がい者2人）
参加料　500円
持ち物等　歩きやすい服装、靴およ
び帽子。弁当、飲み物、雨具。
申込方法　9月4日（金）までに

　　　　　
社会福祉協議会
　 35-0294  FAX34-6736

第７回 障がい者上高地自然探勝会
申　込
問合先

　岐阜県労働者福祉協議会飛驒支部
では、弁護士による法律相談や、融
資、保障、税金、介護などの無料相
談会を開催します。
参加資格　どなたでも
期日　9月12日（土）
時間　午前9時～午後0時30分
場所　ろうかん（名田町5）
定員　弁護士による法律相談は7人、
その他の相談は定員なし
参加料　無料
申込方法　弁護士による法律相談は
事前に　　
（受付は9月7日（月）午前9時から）

　　　　　
岐阜県労働者福祉協議会飛驒支部
　 57-7211

なんでも相談会
申　込
問合先

　ソフトミニバレーボールの体験や
交流ゲームも行います。
参加資格　どなたでも（中学生以下
は20歳以上の責任者が必要）
期日・場所
9月16日（水） 久々野体育館（久々野町）
9月16日（水） 国府小学校（国府町）
9月30日（水） 清見Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館（清見町）
時間　午後8時～9時30分（受付午後7時30分）
参加料　無料
申込方法　各会場開催日までに申込
書を記入の上、スポーツ振興課また
は各支所地域振興課まで　　・　　・
　　当日参加も可能。

　　　　　
スポーツ振興課
　 35-3157　FAX35-3414

ソフトミニバレーボールの集い
申　込
問合先

　１チーム4～6人 女性の部：4部門・ビューティー
の部（昭和29年以前生まれの方）・スーパーの部（昭
和39年以前生まれの方）・ハッスルの部（昭和49年
以前生まれの方）・ウルトラの部（年齢制限無し）　
男性の部：１部門・マックスの部（年齢制限無し。
女性１人まで可）
期日　11月7（土）・8日（日）
場所　ビッグアリーナ（中山町）
参加料　1チーム4,000円
申込方法　10月15日（木）までに指定の申
込用紙に記入の上、持参、　　　、　　 。
参加費は、事務局まで持参もしくは指定
口座へ振り込む。

　　　　　第14回全国ソフトミニバレーボール大会

◎笑顔まつ　家庭に帰ろう「8」のつく日（毎月8日、18日、28日は「早く家庭に帰る日」です）

　　　　　
資源リサイクルセンター
　 35-1244

リフォーム製品フェア
申　込
問合先

市民活動推進課
　 35-3412

YOU&MEサロンぱれっと
『飛驒の女性たち②～明治後期編～』
申　込
問合先

・

E-Mail sportsshinkou@city.takayama.lg.jp

第28回 障がい者ふれあい魚つり大会

（定員になり次第終了）

　発明考案の出願、特許・商標の登
録などについて弁理士による無料相談
会を行います。
参加資格　どなたでも
期日　9月10日（木）
時間　午後1時～ 4時
場所　市役所（花岡町2）
定員　6人
申込方法　

　　　　　
商工課
　 35-3144

無料発明相談会
申　込
問合先

（定員になり次第終了）

ゆ　　　　　め

未登録銃砲刀剣類登録審査会
期日 9月11日（金）  午前10時～午後2時
場所 飛驒総合庁舎
問合先 県社会教育文化課 　058-272-8759
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参加資格  在宅の障がい者の方及び各福祉施設利用者　
期日  9月16日（水）
時間  午後1時～3時30分　　場所  赤保木公園（赤保木町）
定員  約200人　　参加料  無料　　持ち物  お茶（水分）、タオル、敷物、雨具
申込方法　9月11日（金）までに申し込み書又は、　　  在宅で個人での参加の方は

　母子家庭の母などを対象とした養
育費に関する講習会を開催します。
講師　阪下　六代（弁護士）
　　　柳　征則（（社）家庭問題情報
　　　　　　　 センター主任研究員）
参加資格　母子家庭の母（離婚を考
　　　　　えている母も可）
期日　10月3日（土）
時間　午後1時30分～4時30分
場所　総合福祉センター3階（昭和町2）
定員　30人　※託児あり（要予約）
参加料　無料
申込方法　9月24日（木）までに

　市民の方を対象に人工呼吸や心臓
マッサージ、ＡＥＤの使用方法、止血
法などを中心に講習会を開催します。
参加資格　中学生以上
期日　9月27日（日）
時間　午前9時～正午
場所　高山消防署（桐生町3）
定員　30人（超えた場合は抽選）
参加料　315円（テキスト・感染防護
　　　　シート）
申込方法　9月25日（金）までに

募　集

荒城農業体験交流館体験教室荒城農業体験交流館体験教室
対象 市内在住・在勤の方
場所 荒城農業体験交流館（国府町八日町）
申込方法 　　・　　（定員を超えた場合は抽選）

申　込
問合先　

荒城農業体験交流館
　72-1066

申込・問合先
社会福祉協議会
　     35-0294
FAX 34-6736

図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ 問合先　市図書館「煥章館」　 32-3096

体験教室名 時　　間期　日 定員 参加費 申込期限

お菓子づくり教室

うどん打ち体験教室 9月16日（水）

9月24日（木）

9月  9日（水）

9月17日（木）

午後7時～9時30分

午後1時～3時30分

15人

10人

500円

1,000円

社会福祉協議会
　 35-0294

高年者囲碁大会
申　込
問合先

※参加費無料、
　当日直接会場へ

◎図書館の9月特集コーナー：【児童】『おじいちゃんおばあちゃん、いつもありがとう』　【一般】『知識と旅の秋が来た！！』

申　込
問合先

高山消防署 救急課
　 32-0119

市民の方を対象とした普通救命講習会

近代イギリス社会と音楽（全５回）
○第4回「帝国の変貌 Ｐａｒｔ2」
　グレインジャーやアイルランド生まれのハーティなどの作品と、ギル
バートとサリバンによる「サヴォイ・オペラ」の系譜に連なるジャーマン、
ケテルビー、コーツなど楽しいライト・ミュージックの数 も々聴きます。
期日  9月21日（月・祝）  　時間  午後7時30分～ 9時
場所  市図書館「煥章館」（馬場町2）

CDコンサート

講師：近藤洋子さん（元名古屋市鶴舞中央図書館司書）
内容：「子どもと本の架け橋」と題し、講演を行います。
　　　※講演の前に「おはなし会」の実演があります。
期日  9月12日（土）　　時間  午後1時30分～　　
場所  市図書館「煥章館」 （馬場町2）

児童文学講演会「子どもと本の架け橋」
上映作品　「それでも生きる子供たちへ」
期日  9月5日（土）
時間  午後1時30分～作品終了まで　　
場所  市図書館「煥章館」（馬場町2）

映画上映会

空町駐車場の特定日について

　通常、高山市図書館をご利用の方で、空
町駐車場の駐車券をカウンターにお持ちの方
には、駐車してから2時間までの無料処理を
しておりますが、上記日程については、夕方
５時まで無料になりません。
場所　市図書館「煥章館」（馬場町2）

参加資格　市内在住の60歳以上の方
期日　9月18日（金）
時間　午前9時30分～午後5時
場所　総合福祉センター（昭和町2）
定員　１００人程度
参加料　1,500円（昼食代含む）
申込方法　9月10日（木）までに高山シ
ルバー囲碁クラブへ直接申し込み、ま
たは社会福祉協議会へ

平成21年度 養育費講習会
申　込
問合先

岐阜県母子家庭等就業・自立支援センター
　058-268-2569

　飛驒地域の高山市、下呂市、飛
驒市、白川村や、姉妹都市の長野
県松本市、友好都市の福井県越前
市のほか、富山市などで生産される
食品などの展示販売を行います。
期日　9月12日（土）～13日（日）
時間　午前9時～午後5時
　　　（13日は午後４時まで）
場所　本町1・2丁目商店街
・イワナの塩焼・飛驒牛コロッケ
・おやき・米粉ワッフル・海産物など
・会場では、和太鼓演奏、まちなみコ
　ンサートも予定しています。

２００９秋 飛驒の味まつり
問合先 商工課

　35-3144

9月19日（土）～9月22日（火）

こんどうようこ

・

第2828回 回 障がい者ふれあい魚つり大会障がい者ふれあい魚つり大会第28回 障がい者ふれあい魚つり大会

さかした　　むつ よ

やなぎ　　　まさ のり
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●9月前半のケーブルテレビ番組（主なもの）●

※ケーブルテレビでは、このほかにもいろいろな番組を放送しています。ぜひご覧ください。

わがまち再発見

番　組　名 放　送　内　容

○月水金日  8：00～  10：30～  20：30～
○火木土　10：00～  12：30～  21：30～

○月水金日 6：30～  9：30～  19：00～
○火木土　 8：30～  11：30～ 20：00～

○月水金日 12：00～  21：30～
○火木土　 14：00～  19：30～

ハイ！ 市役所です

飛驒高山情報局

高山市の農業と地域特産物について

10月より住民税の年金引き落としが始まります

飛驒の街道　～郡上・白川街道～

各種無料相談
●司法書士無料法律相談
司法書士会高山支部による法律相談所
期日　9月19日（土）
時間　午後1時～ 5時
場所　市民文化会館（昭和町1）
申込方法　事前に

●不動産無料相談
宅建協会飛驒支部による相談所
期日　9月8日（火）
時間　午後1時～ 3時
場所　宅建協会飛驒支部事務所（総和町2）
申込方法　直接会場へ

申　込
問合先　

岐阜県司法書士会事務局
　058-248-1715

申　込
問合先　

岐阜県宅地建物取引業協会飛驒支部
　36-1396

松之木七夕まつり
市場夏休み親子見学会
第26回飛驒高山手筒花火打ち上げ　ほか

国保被保険者証を更新します
　10月1日から使用していただく新しい保険証（みどり色）を9月下旬ころ、
郵便局員が直接手渡しする「簡易書留郵便」で世帯ごとにお届けします。長
期間留守にされる方や郵便では確実に届かない恐れのある方は、市役所、
または各支所で受け取ることもできます。希望する方は9月11日（金）まで
にご連絡ください。
　なお、現在の保険証の有効期限は9月30日です。10月1日以降は市役所
へ返却、または細かく裁断し、処分してください。
●配達時にご不在の場合
　「郵便物等お預かりのお知らせ」が投函されますので、「お知らせ」に記載
されている郵便局に連絡し、都合のよい日に再配達を希望されるか、郵便
局にて直接お受け取りください。
●郵便局での保管期間が過ぎた場合
　「お知らせ」に記載されている保管期間が過ぎた郵便物は市役所に返送さ
れますので、受け取りについて市役所へご連絡ください。

簡易書留郵便でお届けします

【問合先】　保険医療課　　35-3495

●水道メーターの取替作業を進めています（敷地内への立入や10分程度の断水にご協力願います）。

（各支所管内の宅内修繕は、施工した指定工事店で対応します）水道工事当番店〔9月〕 問合先  上水道課 　35-3149

期　日 指定工事事業者 電　話 期　日 指定工事事業者 電　話

期　日 指定工事事業者 電　話

期　日 指定工事事業者 電　話

高山地域

その他地域

9
月
中 

土・日・祝

期日 指定工事事業者 電　話

78-1552

53-2038

68-2109
68-2614
05769-2-2460
68-2109

丹生川地域／㈲こがいと設備

一之宮地域／㈲岩西石油

清見地域／㈲橋詰設備
　　　　　㈲梅地土建
荘川地域／㈲奥美濃設備
　　　　　㈲橋詰設備

国府地域
期　日 指定工事事業者 電　話

朝日・高根地域

久々野地域

上宝・奥飛驒温泉郷地域

5（土）

6（日）

12（土）

13（日）

19（土）

20（日）

21（祝）

22（休）

23（祝）

26（土）

27（日）

高山米穀協業組合 

㈱洞口設備工業

平和プロパン瓦斯㈱ 

㈲桜本配管工事店

橋戸水道工業所

㈱岩佐鉄工所

㈱蜘手製材所

㈲中洞設備

㈲峰設備

㈲松野水道工事店

㈱伊千呂

吉本設備㈲

㈲八賀設備

国府設備 

㈲上西技研

72-3323

72-2939

72-3176

72-2285

㈲大道石油

㈲朝日電気工事商会

㈲山本商会

㈲洞口住設

アクシス

52-3131

52-3284

52-0020

55-3074

55-3061

5（土）・6（日）
12（土）・13（日）
19（土）・ 20（日）
21（祝）・22（休）
23（祝）・26（土）
27（日）

12（土）・13（日）
19（土）・20（日）
21（祝）・22（休）
23（祝）

26（土）・27（日）

5（土）・6（日） ㈲中本設備

㈲大下工業所

㈲大下設備工業

㈲中本設備

0578-86-2606

0578-86-2331

0578-86-2413

0578-86-2606

12（土）・13（日）

19（土）・20（日）
21（祝）・22（休）
23（祝）・26（土）
27（日）

5（土）・6（日）

5（土）・6（日）

21（祝）・22（休）
23（祝）・26（土）
27（日）

12（土）・13（日）
19（土）・20（日）

32-3104

32-1316

34-2150

32-5555

32-3481

33-5588

34-7877

34-3447

34-5282

33-0546

33-0222

【9月の献血】

14（月）

27（日）

28（月）

29（火）

30（水）

市役所（理容師組合）

市役所（市民健康まつり）

国府支所

山王福祉センター

奥飛驒総合文化センター

上宝支所

一之宮支所

13:00 ～ 16:00

10:00 ～ 15:00

  9:00 ～ 12:00

13:30 ～ 16:00

10:00 ～ 11:30

13:30 ～ 16:00

  9:00 ～ 11:30

期 日 時  間 場　　所

14



市役所の住所　〒506-8555 花岡町2-18

お
し
ら
せ

2009.9.1

情報情報のひろばひろば情報のひろば 情報のひろば

◎ヒッツFMで「声の広報たかやま」を放送しています  1日、15日の午前6時～7時・午後10時～11時

9月1日（火）

2日（水）
6日（日）
12日（土）
20日（日）

21日（祝）
26日（土）

26日（土）
27日（日）

市議会定例会（～18日予定）
第20回記念臥龍桜日本画大賞展（～９月13日 飛驒位山文化交流館）
荘川の地芝居（3日、14日)
2009飛驒・高山暮らしと家具の祭典（～6日 飛驒・世界生活文化センター）
高山市総合防災訓練（南小・各支所地域）
2009秋 飛驒の味まつり（～13日）
飛驒国府金蔵獅子（国府町 加茂神社、諏訪神社）
飛驒の里　車田の稲刈り
秋の全国交通安全運動（～30日）
リサイクル資源回収（日枝中PTA、松倉中PTA）

高山市福祉フェスティバル
ひだ桃源郷収穫劇場2009（久々野町 飛驒川河川公園）
社会を明るくする運動「第8回少年の意見発表会」（朝日町 燦燦朝日館）
秋神川アマゴ釣り大会（朝日町）

※高山地域の結婚相談は、毎週火曜日の第１・３・５週は午後０時３０分～３時３０分、第２・４週は午後５時３０分～８時３０分  　※22日はお休みです

各種相談窓口をご利用ください （9月）

高　山

丹生川

清　見

荘　川

一之宮

久々野

朝　日

高　根

国　府

地域　　　　　　  行政相談

18日（金）／午後1時～4時／丹生川支所

25日（金）／午前9時～正午／荘川総合センター

16日（水）／午後6時～9時／丹生川福祉センター

 

9日（水）／午後1時～4時／荘川福祉センター 

3日（木）／午後6時～9時／飛驒位山文化交流館 

16日（水）／午後6時30分～9時30分／久々野支所 

毎週水・金曜日／午後1時～4時／総合福祉センター※結婚相談日は別日 

10日（木）／午前9時～正午／きよみ館（清見支所）

14日（月）／午前9時～正午／高根福祉センター

16日（水）／午後6時～9時／朝日支所

おしらせ

申　込
問合先　

総務課
　35-3133

問合先　

《今後の予定》

上　宝
奥飛驒温泉郷

26日（土）／午前10時～午後3時／総合福祉センター

2日（水）／午後１時～4時／旧国府教育会館

問合先　秘書国際室 　35-3130

財政課
　35-3132

※なるべく事前に
　予約ください○市長室 FAX 32-7000

○市民と市長の面談日
9月29日（火）午前9時30分～11時30分

9月のこよみ

人権相談心配ごと・結婚相談

　市では今年度、人権教育・啓発の
取組みに関する指針を策定します。
　策定にあたり、市民のみなさんから
人権に関するご意見をお伺いするため、
アンケート調査票を送付させていただき
ました。
　調査票が届いた方はお手数おかけし
ますが、ご協力をお願いします。
返送期日　9月15日（火）まで

　　　　　
福祉課
　 35-3139

「人権」に関するアンケート
問合先

16日（水）／午後6時30分～9時30分／国府支所

9日（水）／午後1時～4時／上宝支所

2日（水）／午後1時～4時／旧国府教育会館

16日（水）／午後6時30分～9時30分／久々野支所 16日（水）／午後6時30分～9時30分／久々野支所 

ひだ荘川新そばまつり（10月3 ～ 4日）
市民スポーツフェスティバル（10月4日）
秋の高山祭（10月9 ～ 10日）
第4回 日中韓観光大臣会合（10月17～19日）

平成21年度（22年度採用）高山市職員採用試験の実施
○試験区分・対象
　・事務Ｂ（高卒程度）昭和63年４月２日～平成４年４月１日生まれのかた 
　・事務Ｃ（身体障がい者）昭和45年４月２日～平成４年４月１日生まれで、身体障
　  がい者手帳を交付されているかた
　・消防　昭和６１年４月２日～平成２年４月１日生まれで、救急救命士免許を有す
　　　　  るかた（見込含）
　※各試験区分とも最終学歴及び国籍に関わらず受験可能です
○募集人員　各若干名
○申込受付期間　８月17日から９月４日まで
○試験案内・申込書
　市役所１階総合案内、4階総務課、各支所地域振興課、市ホームページにて配布
○申込先
　市役所４階総務課、各支所地域振興課まで。休日、夜間は本庁宿日直室にて
　受付。郵送の場合は各期間の消印のあるものに限り有効。
○第一次試験
　10月3日（土）、４日（日）に高山市役所で実施

　市では「宝くじの助成」を受け、下之切町内会
集会施設建設へ補助を行いました。
　宝くじの収益は広く社会に役立てられています。
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花
里

町
内
会
連
絡

協
議
会
事
務
局

　
35‐

3
4
1
2

問
合
先

　

花
里
地
区
は
、
花
里
小
学
校
を

中
心
に
、
東
は
宮
川
、
西
は
松
倉

城
跡
、
南
は
苔
川
上
流
の
一
之
宮
・

清
見
境
、
北
は
国
道
１
５
８
号
沿

い
に
囲
ま
れ
た
一
帯
の
山
林
や
農

地
と
工
場
や
事
業
所
が
点
在
す
る

区
域
の
中
に
、
8
つ
の
町
内
会
か

ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
花
里
小

学
校
の
創
立
時
に
生
ま
れ
た
ま
だ

歴
史
は
浅
い
連
合
町
内
会
で
す
が
、

和
を
も
っ
て
安
全
で
住
み
よ
い
ま

ち
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
50
世
帯
ほ
ど
の
町
内
か 絆

環境美化
活動 自主防災

活動
安全・防犯
活動

防犯灯の
設置・管理

レクリエーション
活動

地域福祉・
青少年育成

住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
は

み
ん
な
の
手
で
！

住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
は

み
ん
な
の
手
で
！

《
環
境
美
化
活
動
》

　

町
内
会
で
は
、き
れ
い
で
快

適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、道

路
や
公
園
な
ど
の
美
化
や
、毎

日
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
会
未
加
入
の
方
は
、ぜ

ひ
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　市内には282の町内会が
あり、住みよいまちづくりを積
極的に推進しています。
　その重要な役割を果たす町
内会を取りまとめる21の地区
連合町内会について、順に紹
介します。

　

花
里
地
区
の
自
慢
と
い
え
ば
、

や
は
り
秋
の｢

音
楽
の
里
」芸
能

発
表
会
で
す
。

　

会
の
I
部
は
ス
テ
ー
ジ
発
表

で
、
ふ
る
さ
と
教
養
講
座
や
同

好
会
の
一
年
間
学
ん
だ
発
表
に

加
え
て
、
花
里
小
、
日
枝
中
、

飛
驒
高
山
高
や
長
寿
会
の
み
な

さ
ん
の
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
も
あ

り
、
花
里
地
区
以
外
か
ら
も
来

場
さ
れ
る
盛
況
ぶ
り
で
す
。

　

II
部
は
、
客
席
の
周
り
に
展

示
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
、
一
年

間
に
習
得
し
た
成
果
を
展
示
し

ま
す
。
花
里
小
児
童
の
書
道
に

加
え
て
、
盆
栽
山
野
草
・
書
道
・

絵
手
紙
・
き
も
の
・
ガ
ラ
ス
ワ
ー

ク
・
絵
画
・
水
墨
画
・
写
真
な

ど
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
々
に

も
展
示
に
協
力
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
女
性
部
の
協
力

に
よ
る
バ
ザ
ー
は
大
好
評
で
毎

年
完
売
で
す
。

●
私
た
ち
の
地
区
自
慢
●

毎
年
大
好
評
の

「
音
楽
の
里
」芸
能
発
表
会

きらり輝く 地域活動きらり輝く 地域活動きらり輝く 地域活動
土曜体験教室・雪上運動会

前越 晢夫さん
（花里町2丁目町内会長）

　花里地区でも土曜体験教室を年７～８回行っています。年度によって
内容が変わりますが、川魚のつかみ取りをして塩焼きにしたり、即席薫
製に舌鼓を打って楽しみます。また、地区の農家の方から田をお借りし
て田植えを教わり、秋には収穫したもち米で花もちづくりを体験します。
　冬期の雪上運動会では、数年前から中学生が種目を考案したりと、
進行の全てを自主運営で行っています。

　一方で、体験教室の委員のみ
なさんは、競技中にケガのない
よう見守りをしながら、子どもた
ちの大好きな豚汁と、きな粉も
ちづくりをし、昼時に空腹の子ど
もたちが満腹にと励む姿はきら星
です。

環境美化環境美化

町内会町内会町内会町内会町内会町内会

きずな

シリ
ーズ

シリ
ーズ

シリ
ーズ

シリ
ーズ

シリ
ーズ

シリ
ーズ

シリ
ーズ

印刷／高山印刷株式会社

ら
５
０
０
世
帯
を
超
す
町
内
会
と

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
、
結

構
ま
と
ま
り
の
あ
る
地
区
で
な
い

か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

花もちづくり

多彩なステージが人気の芸能発表会
◎市民活動の相談日　毎週木曜日　午後2時～4時　ぷらっとルーム（きりう福祉センター内）

8の町内会で組織されています8の町内会で組織されています8の町内会で組織されています

地
区
連
合
町
内
会

まえこし せつ お

地区会長の一言

高山
赤十字病院

花里小学校

苔川

国道41号高山工業高校
飛驒・世界生活
文化センター

花里地区

花
里

山王地区

南地区

●
● ●

●

す
の
り

町内連絡協議会長

●
シ
リ
ー
ズ
地
域
を
支
え
る
町
内
会
は
今
号
で
終
了
し
ま
す
。
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